
敬天愛人
校長 尾﨑 朋子

平成３０年もあとわずかで終わろうとしています。先月の三者懇談･教育相

談，今月の参観日と親子レクには，お忙しい中多くのご参加をいただき，大

変ありがとうございました。保護者の皆様には，今学期も本校の教育に温か

いご理解とご協力をいただいたことに深く感謝申し上げます。

さて，本校の玄関から１年生の教室に向かう途中の，歴史館の扉の横に

「敬天愛人」という書がかかっています。
けいてんあいじん

今年のNHK大河ドラマ「西郷どん」は西郷隆盛が

主人公でしたが，この言葉は，西郷隆盛が好んで使

った言葉です。ドラマの中では，西郷隆盛が筆でこ

の字を書くシーンがありましたし，最終回のタイト

ルにもなっていました。

「敬天愛人」は，読んで字のごとく，天を敬い人を愛するということです。

西郷隆盛の生き様を考えますと，「天」は「天命」と考えることもできますが，

ここでは，高い天の上から自分の行動は全部見られている，だから悪いこと

はできない，と昔からよく言われているように，「人として

正しい道」ととらえてみたいと思います。

自分の欲や利益を考えて行動するのではなく，人として

当然である考えや行いを大切にし，それに従うこと。そし

て，どんな人にも思いやりの心を持つ，広い意味での平等

な人間愛を意味する言葉と考えます。

私達は，してはいけないと頭ではわかっていてもついやってしまったり，

やらなければならないとわかっていても行動に移せない（移さない）ことが

よくあると思います。

年の終わりに当たって，新しい年が，生徒達が正しく物事を判断し，関わ

っていく多くの人たちに思いやりある行動ができ，確かな成長を刻む年とな

ることを願うとともに，自分の気持ちの弱い部分に負けないで生きていくこ

との大切さを，あらためてこの言葉から考えてみてほしいと思っています。

明日から長い冬休みに入ります。生徒一人一人が，夢の実現に向かって，

充実した２５日間となることを期待しています。

これから本格的な寒さがやってきます。健康に留意され，よいお年をおむ

かえください。
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